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と
ろ
り
と
黄
金
色
に
き
ら
め
く
な
た
ね
油
は
、

ア
ブ
ラ
ナ
の
小
さ
な
種
子
を
搾
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

石
橋
製
油
（
福
岡
県
久
留
米
市
）の

４
代
目・石
橋
正
朗
さ
ん（
61
歳
）の
も
と
を
訪
ね
、

食
用
油
の
選
択
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

石橋製油代表・石橋正朗さん（左
から3人目）と、平田産業でなた
ね油を手掛ける皆さん。「うちのな
たね油で作ると時間がたっても揚
げ物がおいしい」「サクッと揚がっ
て感動する」「Non-GMOは誇り
ですね」と口々になたね油への愛
を語ってくれました。



C O L U M N

て
い
る
平
田
産
業（
福
岡
県
朝
倉
市
）の
搾

油
工
場
。
か
つ
て
は
、
な
た
ね
や
石
炭
な

ど
の
貨
物
を
運
ん
で
い
た
甘
木
鉄
道
の
終

着
駅
・
甘
木
駅
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。

　

な
た
ね
は
、
平
安
時
代
に
は
搾
油
さ
れ

て
い
た
記
録
が
あ
り
、
江
戸
時
代
以
降
、

食
用
油
や
灯
火
用
油
の
原
料
と
し
て
全
国

各
地
に
栽
培
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
６
１
年
の
大
豆
、
１
９
７

１
年
の
な
た
ね
の
貿
易
自
由
化
以
降
、
国

内
の
作
付
け
は
急
減
。
菜
の
花
畑
の
風
景

は
次
第
に
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
油
糧
用
な
た
ね
の
国
産
割
合
は

わ
ず
か
０
．
１
％
（
※
１
）。
ほ
と
ん
ど
を

カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
ま
す
。

「
何
で
も
な
い
炒
め
物
が
お
い
し
く
で
き

る
」「
料
理
の
邪
魔
を
し
な
い
、
さ
ら
り

と
し
た
油
」「
な
た
ね
油
に
お
い
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し

た
」
と
、
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
石
橋

製
油
の
な
た
ね
油
。
澄
ん
だ
お
い
し
さ
の

「
昔
は
こ
の
あ
た
り
一
帯
も
菜
の
花
畑
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
春
に
な
る

と
、
そ
れ
は
見
事
な
景
色
だ
っ
た
そ
う
で

す
よ
」。
そ
う
語
る
の
は
、
石
橋
製
油
四

代
目
の
石
橋
正
朗
さ
ん
。
今
は
住
宅
が
立

ち
並
ぶ
場
所
を
前
に
、
思
い
を
馳
せ
る
よ

う
に
話
し
ま
す
。

　

こ
こ
は
、
石
橋
製
油
が
製
造
を
委
託
し

秘
密
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

船
便
で
約
40
日
。

　

こ
の
日
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
沖
の

カ
ン
ガ
ル
ー
島
か
ら
海
を
渡
り
、
な
た
ね

を
積
ん
だ
コ
ン
テ
ナ
が
平
田
産
業
に
到
着

し
ま
し
た
。
石
橋
製
油
、
平
田
産
業
と
も

に
大
切
に
す
る
の
は
遺
伝
子
組
み
換
え
原

料
を
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
の
な

た
ね
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
中
で
も
数

少
な
い
、
遺
伝
子
組
み
換
え
の
商
業
栽
培

禁
止
地
域
か
ら
運
ば
れ
て
き
ま
す
。

　

な
た
ね
と
は
、
い
わ
ゆ
る
菜
の
花
が
咲

い
た
あ
と
に
実
る
種
子
で
、
約
40
％
が
油

分
。
そ
の
油
を
搾
り
ま
す
。「
な
た
ね
油

の
一
番
搾
り
」
と
聞
い
て
も
、
製
法
ま
で

知
る
方
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二

番
、
三
番
搾
り
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

な
た
ね
油
の
製
造
に
は
、「
圧
搾
法
」

と
「
抽
出
法
」
が
あ
り
ま
す
。
大
地
を
守

る
会
の
な
た
ね
油
は
、
圧
搾
法
に
よ
る
も

の
。
圧
力
を
か
け
て
押
し
潰
す
方
法
で
、

油
分
の
約
６
割
し
か
取
り
出
せ
ま
せ
ん
。

残
り
は
肥
料
等
に
使
わ
れ
ま
す
。
一
方
、

抽
出
法
で
は
、
こ
の
残
り
か
す
に
ノ
ル
マ

ル
ヘ
キ
サ
ン
と
い
う
石
油
系
溶
剤
を
加
え
、

さ
ら
に
油
分
を
搾
り
ま
す
。
こ
れ
が
二
番

搾
り
。
一
般
的
な
方
法
で
は
一
番
搾
り
と

二
番
搾
り
を
混
ぜ
て
製
品
化
さ
れ
る
の
が

現
実
で
す
。
効
率
よ
く
生
産
で
き
る
た
め

市
場
で
は
安
価
に
流
通
し
て
い
ま
す
。

「
私
は
当
時
、
農
畜
産
物
メ
ー
カ
ー
の
方

と
と
も
に
、
遺
伝
子
組
み
換
え
に
反
対
の

声
を
上
げ
た
ん
で
す
。
日
本
で
最
初
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」。
石
橋
さ
ん
が
、
30
年

前
の
記
憶
を
辿
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
遺

伝
子
組
み
換
え
作
物
の
商
業
栽
培
が
始
ま

っ
た
の
が
１
９
９
６
年
。
同
年
、
日
本
で

も
輸
入
・
流
通
が
認
可
さ
れ
、
害
虫
を
寄

せ
つ
け
な
い
大
豆
や
、
除
草
剤
を
使
っ
て

 オーストラリア産なたね専用
のサイロ。現地から１回もコンテ
ナを開けない状態でなたねが運ば
れ、ここに収められます。
 なたねを圧力で押しつぶして
油分を搾り出します。これが一番
搾り。工場内に植物から発せられ
る香ばしいにおいが漂います。

 白土という天然の粘土物質。こ
れに搾油後の油の色素を吸着させ
ることで、色を取り除きます。
 油の色を吸着して白土の色が
黒っぽく変わりました。
 じわじわと圧力をかけ、なたね
の油分を搾り出す圧搾機。
 搾油した原油に温水を加え、油
に含まれる不純物を取り除く湯洗
いの工程。水は油よりも比重が重
いので、不純物は水と一緒に沈殿
します。湯洗いには井戸水を用い
て、6～ 7回繰り返します。
 蒸したなたねをローラーでフ
レーク状にして搾りやすい状態に。
黒かった種子が黄色くなって菜の
花の面影が感じられます。

遺伝子組み換えでないなたね油は
どう選べばいいのか？

　遺伝子組み換え食品の表示は、組み換えられた
遺伝子等が加工工程で除去・分解されてしまう食
品や、遺伝子組み換え作物が主な原材料（重量で上
位3位までかつ5％以上）でない場合については、
表示を省略できます。なたね油は前者に該当する
とされ、遺伝子組み換え原料使用の表示義務はあ
りません。一方で非遺伝子組み換え原料使用の表
示は任意ですが、原材料名欄に右記のように記載
されています。遺伝子組み換え食品を避けたい場
合は、この表示のあるなたね油を選びましょう。

非遺伝子組み換えなたね油の
食品表示の一例
●なたね（遺伝子組み換えでない）
… 遺伝子組み換えなたねの混入がない
　（不検出である）場合
●なたね（分別生産流通管理済み）
… 遺伝子組み換えなたねの
 意図せざる混入が5％以下の場合



も
枯
れ
な
い
な
た
ね
が
出
回
り
始
め
ま
す
。

「
ま
ず
飼
料
の
大
豆
か
す
が
流
通
し
て
、

こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
普
及
し
た
ら
、
半
強

制
的
に
G
M
O（
※
２
）一
択
の
時
代
が
来
る
。

消
費
者
が
非
遺
伝
子
組
み
換
え
も
選
べ
る

状
況
を
作
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
」

　

翌
年
、
石
橋
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ

ダ
を
視
察
。
穀
物
メ
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る

に
製
造
を
委
託
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

石
橋
さ
ん
の
当
時
の
懸
念
は
現
実
と
な

り
、
現
在
、
日
本
が
輸
入
す
る
な
た
ね
の

う
ち
、
多
く
が
遺
伝
子
組
み
換
え
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
一
定
の
層
が
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
を
避
け
て
い
ま
す
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
栽
培
自
体
を
禁
じ
て
い
る
国

も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
食
用
の
商
業
栽

培
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
輸
入
は

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
工
品
や
飼
料
経
由
で

知
ら
な
い
う
ち
に
口
に
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
正
直
な
油

を
届
け
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
０
年
、
石
橋
製
油
は
宮
崎
県
小

林
市
に
自
社
工
場
を
設
立
。
こ
こ
で
石
橋

さ
ん
は
新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
玉
締
め
で
搾
る
小
さ
な
工
場
で
す
が
、

農
家
さ
ん
と
一
緒
に
大
豆
や
え
ご
ま
な
ど

の
原
料
か
ら
作
っ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本

の
食
料
自
給
率
は
90
％
以
上
に
な
る
べ
き

だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
生
産

者
に
一
番
お
金
が
渡
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要

で
す
。
農
家
の
方
の
話
を
聞
く
と
、
皆
さ

ん
〝
子
ど
も
に
は
苦
労
さ
せ
た
く
な
い
か

ら
、
継
が
せ
な
い
〞
と
い
い
ま
す
。
こ
れ

は
異
常
な
状
況
。
農
家
さ
ん
か
ら
高
く
買

っ
て
、
高
く
売
る
。
間
に
立
つ
自
分
は
お

裾
分
け
を
い
た
だ
く
程
度
。
理
想
で
す
が

そ
ん
な
仕
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

嘘
の
な
い
も
の
を
届
け
た
い
か
ら
「
ス

モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
や
っ
て
い
き
た
い

と
話
す
石
橋
さ
ん
。
食
の
未
来
を
見
据
え

て
自
ら
動
き
出
し
て
い
ま
し
た
。　

　

油
は
日
常
の
調
理
に
幾
度
と
な
く
登
場

す
る
も
の
の
、
前
に
出
る
こ
と
の
な
い
引

き
立
て
役
。
け
れ
ど
も
食
卓
に
届
く
過
程

を
知
る
と
、
口
に
入
る
も
の
は
純
粋
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
ま
す
。

透
き
通
る
よ
う
な
一
滴
を
、
今
一
度
て
い

ね
い
に
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

企
業
の
工
場
や
畑
を
訪
れ
、
分
別
流
通
の

実
態
を
確
認
し
ま
す
。
帰
国
後
に
、「
G
M
O

が
将
来
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
分
か

ら
な
い
」
と
判
断
。「
未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
も
、
選
択
肢
を
残
し
た
い
」

と
、
明
確
に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
石
橋
製
油
は
九
州
有
数
の
食
用

油
メ
ー
カ
ー
。
反
対
宣
言
は
業
界
全
体
へ

の
抵
抗
を
意
味
し
、
主
要
取
引
先
か
ら
は

契
約
打
ち
切
り
を
告
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
や
む
な
く
５
０
０
０
坪
の
工
場
を
閉

鎖
。
残
っ
た
取
引
先
は
、
大
地
を
守
る
会

を
含
む
２
社
だ
け
で
し
た
。
石
橋
製
油
は

供
給
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
と
、
平
田
産
業

Photo : Taro Terasawa   Text : Sachiko Aoki   Design : Better Days   

※1 出典：「なたねをめぐる状況について」農林
水産省（令和7年5月） 　
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tokusan/
attach/pdf/soba.natane-9.pdf
※2 「GMO」（ジーエムオー）とは、Genetically 
Modified Organismの頭文字を取った略。遺
伝子組み換え生物を意味します。Non-GMO
は非遺伝子組み換え生物のこと。

 カンガルー島から届くのは収
穫されたままのなたね。まず精選
機を通して、茎や雑草、さやなど
余分なものを選り分けます。
 博多港からトラックでなたね
が到着。ここで初めてコンテナの
封印具が解かれて小さな粒が出て
きます。コンテナひとつに20ト
ンものなたねが積まれています。

※カンガルー島は、オーストラリ
アでも数少ない遺伝子組み換え作
物の商業栽培禁止地域です。

 筑後川のほとりに菜の花畑を
見つけました。５月の半ば、花は
枯れて、さやの中に種子が。
 開けると粒が整列。なたね油は
こんな植物から生まれます。
 つややかななたね油が充填さ
れていきます。この日は1時間で
1,500本が完成しました。
 水のふるさとと呼ばれる朝倉
市。平田産業も水がよい場所を求
めてこの地に工場を構えました。
 石橋製油4代目・石橋正朗さん。
不屈の心で非遺伝子組み換えの選
択肢を切り開きました。

※同時配布の『カタログ大地を守る』と
お買い物サイト143号をあわせてご覧くだ
さい。

長年愛されている石橋製油のなたね油
料理をすっきり引き立てます
石橋製油のなたねサラダ油
（ペットボトル）

910g
1,800円(税込)
石橋製油（福岡県久留米市）

2076

今年登場した大地を守る会のオリジナル
大容量で使いやすい紙パック
大地を守る会の
一番搾りなたね油

1250g
2,080円(税込)
平田産業（福岡県朝倉市）

1633 25

20



発行 オイシックス・ラ・大地株式会社
 東京都品川区大崎1-11-2  ゲートシティ大崎イーストタワー5階
 TEL 050-5306-8513

お問い合わせ
大地を守る会サポートセンター　TEL●0120-158-183　
受付時間●月～金・午前9：00～午後5：00／土・午前9：00～午後1：00
お問い合わせフォーム●https://takuhai.daichi-m.co.jp/support　
E-mail●support@takuhai.daichi-m.co.jp

注意事項

当社は、大地を守る会のイベント及び大地を守る会が告
知する他団体のイベントにお申し込みいただく際、ご記
入いただく個人情報を、お申し込み内容に関する確認、
参加者への連絡、抽選、抽選結果連絡、お問い合わせに
対する回答、非常時に関する対応、イベントの質向上管
理のために利用させていただきます。なお当社は、イベ
ント等を旅行業者に業務委託する場合があります。この https://takuhai.daichi-m.co.jp/Information/8

場合、個人情報を開示することがあります。業務委託に
あたっては、個人情報の保護に関する契約を締結し、業
務委託先が契約を遵守するよう必要かつ適切な管理及び
監督を行います。上記に同意の上お申し込みください。
個人情報の取扱いに関するその他の条件については、当
社ウェブサイトの個人情報保護方針をご確認ください。

●『NEWS大地を守る』に掲載している
　取り組みは、主に大地を守る会の
　宅配サービスの年会費・利用料で
　運営されています。

NEWS大地を守る
［WEB版］

https://www.daichi-m.co.jp/manabu/

大地を守る会
WEBサイト内
「学ぶ」から

大地を守る会
［イベント情報］

https://www.daichi-m.co.jp/event/

イベントの
お申し込みは
こちらから

会員の皆さまの長年のご支援により、私たち
は創立50年を迎えることができました。こ
の節目を記念し、日本各地から200名以上の
生産者を迎えてパーティーを開催します。会
場は弊社が運営する「雨晴食堂」。生産者の
食材も使った立食パーティー形式での交流イ
ベントです。皆さまのご参加を心よりお待ち
しております。

大地を守る会50周年記念パーティー
生産者の皆さんを交えて記念パーティーを開催します

写真は2024年オーガニックフェ
スタ交流会の様子です。全国の生
産者と会員が集い、食材を囲んで
交流しました。

会場となる雨晴食堂。

大地を守る会創設当時、団地の空
き地で行った青空市の様子。

これまでの投稿写真。
写真提供 :TABLE FOR TWO

2025.11.21（金）17：30～20：00

受付 ・・・・・・・・17:30 
開会 ・・・・・・・・18:00 立食形式でのパーティー・
　　　　　  交流イベント 
閉会 ・・・・・・・・20:00 
会場 ・・・・・・・・大崎ゲートシティ 雨晴食堂
　　　　　（東京都品川区）
　　　　　  ※ゲートシティ大崎 ウエストタワー
　　　　　  3F（大崎駅南改札口から徒歩2分）
参加費・・・・・・無料
申込締切 ・・・2025年10月24日（金）
主催 ・・・・・・・・大地を守る会
　　　　　（オイシックス・ラ・大地株式会社）
※詳細やお申し込み方法は、下記の［イベント情
報］をご覧ください
※お申し込み多数の場合は、会場の都合により抽
選とさせていただく場合がございます。
※抽選結果は、11月5日（水）を目途にお知らせい
たします。

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
油
が
、遠
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
届
い
た
小
さ
な
粒
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
。石
橋
さ
ん
が
身
を
挺
し
て
遺
伝
子
組
み
換
え
に
抗
っ
て
き
た
こ
と
。私
た
ち
の
食
卓
の「
当
た
り
前
」の
裏
に
は
、静
か
に
食
の
安
全
を
支
え
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。そ
の
お
か
げ
で
、今
日
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
て
い
る
の
だ
と
、改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
編
集
部
・
青
木
）

TFTの
おにぎりアクションに

参加しよう

おにぎり写真で、世界の子どもたちに給食を

TFT（TABLE FOR TWO）とは、「開発途上国
の飢餓」と「先進国の生活習慣病」、2つの
“食の問題”を同時に解決する取り組みです。
11月15日（土）まで、「おにぎりアクション」
のキャンペーンを開催中。おにぎりにまつわ
る写真に #OnigiriAction を付けてSNS
（Instagram, X, Facebook）または特設サイトに
投稿すると、オイシックス・ラ・大地など協賛
企業が寄付し、TABLE FOR TWO を通じて
アフリカ·アジアの子どもたちに1投稿につき
給食5食が届きます。

開催期間
～11月15日（土）

イベント 11月はクルックフィールズでのフェスや、
大地を守る会50周年記念パーティーを開催します。

つくる人から直接買えるマルシェ
や収穫体験など盛りだくさん。オ
イシックス・ラ・大地のブースも
出店し、大地を守る会の食材など
を販売します。

大地を守る会の生産者「株式会社 耕す」の
広大な農地の中にある農業・食・アートを軸
にしたサステナブルファーム＆パーク「クル
ックフィールズ」。東京ドーム約6個分の広
さの農場で、「収穫」から「食べる」まで
〝おいしい〟を五感で感じることができるフ
ェスを開催します。フレッシュかつワイルド
な食を堪能できる企画や、生産者が出店する
マルシェ、豪華ゲストのステージなど盛りだ
くさんです。

2025.11.8（土）・9（日）10：00～17：00

会場 ・・・・・・・・クルックフィールズ（千葉県木更津市）
入場料・・・・・・大人（中学生以上）2,200円、小学生1,100円（税込）
　　　　　  ※未就学児は無料
主催 ・・・・・・・・株式会社オイシクル
※2024年から、当社ブランド「Oisix」は千葉・木更津のサステナブル
ファーム＆パーク「クルックフィールズ」と協力し、生産者とお客さまの
つながりを深める体験型イベントやコラボ商品販売を行っています。

EARTH BEAT FES
五感で楽しむ、収穫とおいしさのフェス！

詳細／
事前チケットの
購入はこちら
https://oisikur.jp/
earthbeatfes

詳細はこちら
https://onigiri-
action.com/


